
包
メ
l
l
己
ヤ

三
井
の
郷
名
が
起
っ
た
と
す
る
も
の
収
設
で
あ
る
。

ヒ
メ
ノ
ト
ホ
リ
姫
の
温
鳳
至
郡
打
越
か
ら
本

江
・
渡
合
・
長
制
作
・
小
泉
・
洲
衡
を
総
て
、
中
尽
に
出
る

聞
を
腕
の
渇
と
い
う
た
。

ヒ
モ
オ
小
シ
紐
落

4
ウ
ヒ
ゴ
ト
初
事
。

ヒ
モ
ノ
メ
ン
樋
物
兎
祇
陀
寺
文
書
貞
利
コ
一
年

七
用
サ
五
日
待
巡
航
に
、
能
楽
部
民
瀬
村
内
瀬
切
野

の
四
歪
に
、
『
南
限
=
御
堂
谷
弁
如
来
寺
大
門
大
趨
刊

包
除
a
金
銀
宮
樋
物
発
在
家
4

』
と
あ
る
。
瀬
切
野
は

後
の
瀬
木
野
村
で
あ
る
が
、
こ
L
に
金
銀
宮
腕
臨
む

樋
物
兎
の
在
家
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
随
物
は
稽
物

の
般
宰
で
、
槍
の
掛
川
板
で
作
っ
た
曲
物
の
義
。
槍
物

発
は
大
和
地
方
に
も
あ
り
、
檎
物
附
に
し
て
そ
の
製

品
を
前
祉
に
上
納
す
る
義
務
を
兎
除
せ
ら
れ
る
こ
と

を
い
ふ
の
で
あ
る
。

ヒ
モ
ノ

9

紐
海
苔
元
機
の
産
物
暫
上
帳
に
、

鳳
京
榔
藤
mm
か
ら
統
海
苔
を
琵
す
る
こ
と
を
級
せ

る
。
統
海
苔
は
経
の
縦
海
苔
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
あ
た
り
一
締
に
蔑
し
た
の
で
あ
ら
う
。

ヒ
ヤ
カ
タ
ゴ
ヨ
ウ
火
矢
方
御
用
前
回
利
常
の

代
、
寛
永
十
五
年
小
川
七
郎
左
衛
門
が
父
久
次
の
泊

跡
を
袈
ぎ
、
高
雄
火
矢
打
御
用
願
の
述
。
命
ぜ
ら
れ

た
の
が
そ
の
初
で
あ
る
。
七
郎
左
衛
門
承
艇
二
年
新

知
百
一
丸
十
石
を
受
け
た
が
、
夜
後
政
子
が
幼
少
で
あ

っ
た
録
、
寛
文
六
年
治
知
の
内
百
石
を
養
子
槌
右
衛

門
に
賜
は
り
、
次
い
で
十
一
年
義
弟
七
丞
に
残
知
五

十
石
を
奥
へ
ら
れ
、
是
よ
り
繭
家
と
な
っ
て
火
矢
方

御
用
を
枇
捜
し
た
。
組
久
次
は
朝
鮮
役
に
伴
は
れ
て

来
り
、
大
坂
に
跨
て
山
海
久
次
忠
勝
と
い
う
た
の

を
、
前
回
利
長
が
召
出
し
て
小
川
氏
に
改
め
た
も
の

で
あ
る
。

ヒ
ヤ
タ
カ
タ
Z

ン
百
鶴
園
金
稼
に
於
け
る
蕉

風
俳
人
の
庵
抗
。
初
め
北
技
之
を
群
し
た
が
、
北
技

門
の
希
図
、
希
凶
の
子
後
川
、
後
川
の
子
北
恕
可
春

之
拐
、
後
川
門
の
世
涼
・
舎
涼
・
舞
杖
、
梅
室
門
の
謹
一

杖
之
を
裂
い
だ
。

ヒ
ヤ
タ
ガ
ラ
ス
百
が
ら
す
.
一
加
。
小
松
の
俳

人
宇
中
編
。
京
弁
筒
屋
庄
兵
衛
板
。
廓
に
給
抄
鮮
と

題
し
て
あ
る
如
く
、
多
く
の
揮
舗
を
用
ひ
て
之
に
因

ん
だ
句
を
聴
し
、
又
四
季
烏
の
句
及
び
混
殺
の
句
、

烏
の
四
歌
仙
を
も
牧
め
で
あ
る
。
宇
中
が
巻
頭
の
文

に
、
箆
永
三
溜
靴
内
民
林
鋪
下
涜
の
日
付
が
あ
る
。

ヒ
ヤ
タ
ケ
ン
ポ
9

百
聞
堀
金
揮
城
石
川
門
外

商
方
一
帯
の
彊
援
で
、
古
く
は
漣
泊
と
い
う
た
も
の

で
あ
る
。
今
埋
立
て
L
道
路
と
な
っ
て
ゐ
る
。

ヒ
ヤ
タ
ケ
ン
ポ
日
オ
ウ
ラ
イ
百
聞
掲
往
来
金

棒
域
外
百
閲
樹
縁
の
遊
山
町
で
あ
る
。
務
政
中
は
北
方

紺
屋
坂
口
に
紺
屋
坂
門
な
る
番
腕
が
あ
り
、
東
方
尻

谷
口
に
は
柵
門
と
て
是
に
も
番
腕
が
あ
り
、
南
方
臆

坂
方
而
に
は
坂
下
門
と
稽
ず
る
番
腕
が
在
っ
て
、
足

鰻
の
番
人
等
霊
夜
警
衛
し
、
時
宮
城
者
の
外
男
女
殺
人

の
迎
行
を
禁
ぜ
ら
れ
た
。
元
隊
十
四
年
六
周
サ
六
日

の
提
替
に
、
『
紺
屋
坂
腰
掛
脇
御
門
よ
り
蓮
池
の
方

へ
泊
按
候
事
不
仕
管
。
御
用
に
而
栢
諮
り
候
商
々
は

抑
被
遺
置
。
』
と
あ
る
も
の
是
で
あ
る
。
後
文
政
三
年

八
用
十
八
日
一
一
般
に
迎
行
を
許
さ
れ
た
と
は
い
へ
、

向
荷
物
を
挽
う
た
商
人
等
及
び
夜
中
の
往
来
を
禁
ぜ

ら
れ
た
。
明
治
二
年
十
一
周
版
籍
奉
還
に
付
き
、
務

主
前
回
殴
寧
城
地
を
退
去
の
後
は
諸
門
を
撤
し
、
番

腕
も
取
除
い
て
普
泊
の
往
来
と
な
っ
た
。

ヒ
ヤ
タ
ケ
ン
ポ
リ
ゲ
バ
百
問
掲
下
馬
金
縛
城

外
紺
谷
坂
高
、
石
川
御
門
前
に
腰
掛
が
建
て
ら
れ
て

ゐ
て
、
登
城
の
諸
士
こ
の
遜
に
て
下
馬
し
、
来
馬
・

供
人
は
そ
の
腰
掛
で
休
息
し
た
。
故
に
百
聞
嫡
下
馬

と
も
石
川
御
門
下
馬
と
も
い
う
た
。

ピ
ヤ
タ
ヨ
ウ
イ
ン
白
光
院
白
山
本
宮
の
長
定

. ，~ 

の
住
坊
の
説
で
あ
っ
た
。
天
文
十
三
年
十
一
周
一
一
一
日

の
書
簡
に
、
『
禁
裏
御
料
腕
加
州
極
海
郷
御
代
官
験

事
、
被
仰
付
下
白
山
長
定
白
光
院
詑
。
』
と
あ
る
の

は
、
澄
辰
法
印
の
こ
と
で
あ
り
、
元
膿
十
六
年
長
定

澄
意
の
白
山
問
答
に
は
、
『
白
光
院
観
脅
寺
な
ど
L

喝

ヘ
け
る
は
、
澄
勝
法
印
長
定
取
之
内
、
京
都
一
門
の

方
々
へ
白
光
院
と
醤
普
仕
同
亡
父
祷
り
申
。
何
事
も

時
の
宜
し
き
に
寄
る
べ
き
な
り
。
』
と
あ
る
。
澄
勝
は

澄
窓
の
祖
父
で
あ
り
、
天
正
十
二
年
か
ら
の
長
定
で

あ
る
。
白
光
院
の
続
は
藩
宋
ま
で
引
鍛
い
て
用
ひ
ら

れ
た
。
白
山
寺
は
古
来
天
台
宗
で
あ
っ
た
が
、
後
世

の
白
光
院
は
提
言
宗
に
画
し
た
。
護
し
元
践
の
白
山

嶺
上
跡
調
修
笹
に
闘
す
る
事
棋
の
際
、
長
更
が
金
剛

峰
寺
の
後
援
に
傍
観
し
た
以
後
の
こ
と
で
あ
ら
う
O

J
Y
-フ
ヤ
マ
ソ
ウ
ギ
白
山
容
織
ハ
四
、
元
織
の
害

総〉。ヒ
ヤ
ク
ゴ
ウ
ダ
=
百
合
谷
川
同
ョ
能
楽
郡
大

嵐
山
と
青
柳
山
と
の
聞
に
演
谷
で
、
そ
の
水
牛
首
川

に
入
る
。

ヒ
ヤ
ク
コ
ウ
ヒ
セ
ウ
百
エ
比
照
寛
文
以
来
前

回
綱
紀
が
領
内
捺
漆
・
染
色
・
木
材
・
紙
・
組
物
等
各
種

工
作
品
の
標
本
を
類
楽
し
た
も
の
で
、
現
今
前
町
家

に
四
簡
の
箪
笥
を
存
し
て
ゐ
る
。

ヒ
ヤ
タ
ゴ
ウ
モ
ン
ジ
ヨ
百
合
文
書
京
都
東
寺

防
磁
の
古
文
書
で
、
大
小
の
制
封
書
植
百
合
に
磁
め

ら
れ
た
も
の
。
そ
の
護
裳
に
は
、
『
加
州
太
守
従
四
位

下
左
近
衛
槌
中
勝
菅
原
綱
紀
朝
臣
謹
使
諸
膝
潟
舘
寺

貿
陣
所
用
文
書
。
弊
寺
感
其
好
古
許
結
語
。
終
功
之

日
新
遺
書
植
萱
偏
見
寄
港
常
寺
。
以
臓
鶴
本
也
。
図

記
共
縁
由
於
薗
護
法
子
後
世
云
。
子
時
貞
享
二
歳
次

乙
丑
冬
十
一
周
穀
目
。
東
寺
。
』
ま
た
は
『
貞
享
二
年

歳
次
十
一
周
目
。
東
寺
。
右
賀
州
羽
林
腕
被
寄
港
之

也
。
』
な
ど
L
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

七
O
六

百
援
者

ヒ
ヤ
ク
ザ
イ
モ
ノ

老。
ヒ
ヤ
タ
シ
ジ
ヨ
ウ
ダ
キ
百
四
丈
癒
能
楽
部
局

添
の
地
内
で
、
白
山
へ
の
登
絡
か
ら
そ
れ
を
望
み
得

る
。
一
に
千
依
澗
と
も
い
ひ
、
尾
添
川
の
支
流
丸
.
石

川
の
源
に
懸
る
。

ヒ
ヤ
タ
シ
ョ
ウ
百
姓
務
政
の
時
百
姓
と
は
、

農
民
の
う
ち
岡
地
即
ち
高
を
有
す
る
も
の
L

総
稽
で

あ
り
、
そ
の
高
の
少
き
を
小
百
姓
、
多
き
を
長
百
姓

と
い
う
た
。
長
百
姓
は
夙
く
慶
長
九
年
五
周
廿
六
日

の
法
令
に
見
え
て
、
お
と
な
百
姓
と
も
密
い
て
あ
る
。

叉
た
と
ひ
農
業
に
従
事
す
る
も
の
で
も
、
若
し
尺
寸

の
土
地
ず
ら
有
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
顕
振
と
い
う

て
百
姓
で
は
な
か
っ
た
。
十
二
珊
御
定
番
に
、
『
百
姓

手
前
つ
ぶ
れ
、
限
援
に
成
候
は
ど
云
々
。
』
と
あ
る
の

は
こ
の
意
味
で
あ
る

0
4
ア
タ
マ
フ
リ
頭
髭
。

ヒ
ヤ
タ
シ
ョ
ウ
カ
セ
ギ
ヤ
マ
百
姓
稼
山

J
ヒ

ヤ
グ
ジ
ヨ
ウ
モ
チ
ヤ
マ
百
姓
持
山
。

ヒ
ヤ
タ
シ
ョ
ウ
ジ
プ
ン
バ
ヤ
シ
百
姓
自
分
林

J
ヒ
ヤ
ク
シ
ョ
ウ
モ
チ
ヤ
マ
百
姓
持
山
。

ヒ
ヤ
タ
シ
ョ
ウ
ヅ
ケ
百
姓
附
滞
の
給
人
が
御

算
用
揚
か
ら
知
行
腕
附
を
奥
へ
ら
れ
る
時
は
、
そ
の

知
行
腕
の
村
を
支
配
す
る
十
村
か
ら
、
百
姓
某
の
田

地
草
高
何
石
を
こ
れ
に
常
て
る
と
い
ふ
こ
と
を
認
め

た
書
附
を
給
人
に
出
土
た
。
百
姓
附
と
い
ふ
も
の
是

で
あ
る
。
百
姓
は
こ
の
草
高
に
村
克
を
莱
じ
た
租
額

を
絵
入
に
納
め
る
わ
け
で
あ
る
。

ヒ
ヤ
タ
シ
ョ
ウ
バ
シ
百
姓
積
金
棒
橋
梁
記
に
、

『
百
姓
橋
、
本
多
家
中
出
口
』
と
あ
る
が
、
今
は
絶
え

て
無
い
。
萄
偲
に
、
昔
川
上
新
町
の
法
然
寺
が
百
姓

町
鹿
提
寺
の
向
小
路
に
あ
っ
て
、
そ
の
頃
此
の
町
か

ら
本
多
氏
下
屋
敷
に
往
来
す
る
橋
を
法
然
寺
橋
と
い

ひ
、
倉
用
用
水
に
架
け
ら
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ
。
百
姓

4
ヨ
ウ
ロ
ウ

養
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